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	（１）履修登録申請書および指導教員承認書【様式１】（この要項の4ページにあります）
	（２）在籍する研究科・学府での履修登録状況を示す書類（履修計画書など）の写し
	※本副専攻プログラムの科目がわかるように赤いペンなどでマークしてください．
	登録期間：履修者が所属する研究科，学府での履修登録期間
	提出窓口：リスク共生社会創造センター505室（S5-3　理学研究棟505室，10時～17時）
	メールアドレス：risk.center@ynu.ac.jp
	公式サイト： https://www.anshin.ynu.ac.jp
	本副専攻プログラムの科目の登録：履修者が所属する研究科・学府の履修方法，期間及び基準により行ってください（注４）．
	［注４］１．本プログラムの対象科目の登録は応募履修者が在籍所属する研究科，又は・学府学府又は学環において，定められた期間に必ず履修登録を行うこと．の履修方法，期間及び基準により行うこと．
	６．副専攻本プログラムの対象開講科目
	本副専攻プログラムの参加履修者は，在籍所属する研究科，又は・学府学府又は学環のの主専攻で定められた修了要件に加えて，表１に示す本副専攻プログラムの対象科目を後述する修了要件の単位数を満たしてで定められた以下の表1から履修しなければなりません．各科目の詳細は学務情報システムでシラバスを確認してください．
	７．修了要件
	８．本副専攻プログラムの修了申請
	本プログラムの履修修了申請方法は参加者に別途連絡しますは，本副専攻プログラムの修了要件を満たす見込みとなった時点で，修了申請として下記の2つの書類を修了年度の2月にリスク共生社会創造センターに提出すること．提出期限は別途受講者に通知する．
	１０．副専攻プログラム「安心安全マネジメント」の応募，修了等に関するの教務関係・事務手続きおよびその他の問い合せ先

